
空き家による損害額の試算想定事故例

　

家
主
の
不
在
が
常
態
化
し
て
、居

住
や
そ
の
ほ
か
の
使
用
も
さ
れ
て

い
な
い
建
物
や
敷
地
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
25

年
12

月
27

日
に
「
結
城
市
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

空
き
家
等
が
管
理
不
全
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
助
言
・
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
空
き
家
問
題
が
顕
著
化

し
、
こ
れ
を
背
景
に
、
平
成
27

年

５
月
に
「
空
家
対
策
特
別
措
置
法

（
空
家
特
措
法
）
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

従
来
は
、
倒
壊
寸
前
の
空
き
家

で
あ
ろ
う
が
、
家
が
建
っ
て
さ
え

い
れ
ば
、
固
定
資
産
税
や
都
市
計

画
税
が
大
き
く
減
免
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
空
家
特
措
法
施
行
後
、

「
倒
壊
の
危
険
性
」
や
「
衛
生
上

有
害
」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
「
特

定
空
き
家
」
と
自
治
体
が
認
定
す

れ
ば
税
制
面
の
優
遇
措
置
は
な
く

な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
為
に
も
、
外
部

に
影
響
を
あ
た
え
な
い
よ
う
に
、

空
き
屋
は
し
っ
か
り
と
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。
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空
き
家
と
は

空
き
家
と
は

平成27年5月から

空家対策
特別措置法
が施行されました。

空
家
特
措
法
が
施
行

空
家
特
措
法
が
施
行

壊れた

窓ガラスが落ちて

通行者に怪我を

させたり

放置された

庭木に害虫が

発生する原因に

なったり

不審者が侵入したり

ごみの不法投棄を

されたり

建物の傷みから

倒壊の危険性も

あります

空家等は個人の資産です。管理者、または所有者には、空家等を適切に管理する「責務」

があると定められています。瓦や外壁が落下、崩れるなどして、他人が怪我をした場合、

空家の所有者の責任となり　　　　　　　　を問われる可能性があります。

「空家等対策の推進に関する特別措置法」には「空家等対策の推進に関する特別措置法」には

市生活環境課 34－0410

倒壊による隣接家屋の全壊・死亡事故（想定）

所在地………東京都（郊外）

敷地面積……１６５㎡（５０坪）

延べ床面積… ８３㎡（２５坪）

建築時期……平成４年（築後２０年）

居住世帯……世帯主：４０歳、年収６００万円

 妻：３６歳主婦

 子：８歳の女児（小学３年生）

約２億１千万円の損害額！
出典：「空き家発生による外部不経済の実態と損害額の試算に係る調書」

外壁材などの落下による死亡事故（想定）

傷んだ壁材などの落下により

１１歳の男児が死亡

５千６3０万円の損害額！

損害賠償

試算の前提とした被害モデル

 

物
件
損
害
な
ど 

人
身
損
害
な
ど

 損害区分 損害額

住 宅 ９００万円

家財 ２８０万円

 ３２０万円

小計① １，５００万円

死亡逸失利益 １１，７４０万円

慰謝料 ７，１００万円

葬儀費用 ５２０万円

小計② １９，３６０万円

合計①＋② ２０，８６０万円

倒壊家屋の

解体・処分

 

人
身
損
害
な
ど

 損害区分 損害額

死亡逸失利益 ３，４００万円

慰謝料 ２，１００万円

葬儀費用 １３０万円

合計 ５，６３０万円

死亡：１１歳の男児（小学校６年生）

試算の前提とした被害モデル

敷地面積１６５㎡（５０坪）　道路６ｍ

建物が倒壊し、
隣接した家屋が全壊
夫婦、女児が死亡

空き家

倒壊

壁材など

落下

も
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